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◆市民の森見学会（自然） 
 ３月25日（火）一定規模以上

の樹林地について、土地所有者

と契約して、植生、景観を損な

わない程度の遊歩道や休憩所を

整備し解放している「市民の森」

のフィールドワークを実施し

た。 
 この調査結果については、自

然環境委員会を中心に取りまと

めていくこととしている。今回

は市民の森第7，９及び 10 号の

３ヶ所を実施。（参加者17名） 
◆◆◆「知りたい・伝えたい企

業の環境活動」をテーマに、か

わごえ環境ネットが取り組んだ

リスコミのモデル事業の概要報

告◆◆◆  
◆リスクコミュニケーションセ

ミナー 
 2月19日（水）アトレ６階 
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を合言葉に、かわごえ環境ネットがはじめて取

り組んだ「第1回かわごえ環境フォーラム」は、

会員を中心に市民・民間団体・事業者及び行政

の環境活動を広く市民に知ってもらうことを目

的として、川越市の後援、パイオニア株式会社

の協賛を得て、2 月 1 日市民会館会議室で開催

されました。 
 基調講演、活動報告や発表、意見交換と続き 
最後に「人にやさしく暮しやすいまち、水と緑 
の豊かなまち川越」を目指すとしたアピールを 
採択して成功裏におわりました。 
（当日の様子は、3，４面に特集したフォーラム開催報告をご覧ください。） 

最近の事業報告から 

◆勉強会－川越の水循環を 
調べる－第 2 回（自然） 
 1月23日（木）市民会館会議 
室で「川越市の地形・地質と地 
下水」と題して、小黒譲司さん 
に説明していただいた。 
 「自然の仕組みの理解は、ま 
ず現実の自然の姿をよく知るこ 
とから始まる」と話された小黒 
さんの貴重な資料集が配布され 
ている。（参加者８名） 
◆第 4 回法令研修会（社会） 
 「川越市の環境マネジメント 
システム」をテーマに、２月26 
日（水）やまぶき会館会議室で 
開催。事業者会員も参加して市 
が実践している ISO14001を中 
心に、その取組みの実際が説明 
された。（参加者16名） 
 

コミュニティ－ルームＡで開催。

「環境報告書の見方・読み方」や

「リスクコミュニケーションのあ

り方」等を研修した。（参加者 51
名） 
◆環境活動研修会（Ａコース）

 ３月10日（月）前記のセミナー

受講を条件に、東洋インキ製造㈱

川越製造所において開催。企業の

生産施設、環境負荷施設の実際に

ふれ、環境報告書等の企業側の説

明を受け、コミュニケーションを

行った。（参加者28名） 
◆環境活動研修会（Bコース）

 3月19日（水）和光純薬工業㈱

東京工場においてＡコースと同様

の研修、コミュニケーションを実

施した。（参加者30名） 
※なお、4 月中旬に「リスクコミ

ュニケーション報告会」が予定さ

れている。 

報告書や資料の問い合わせは事務局まで 



かわごえ環境ネット会員通信第 10 号 2003 年４月 1 日発行 
―2－ 

    団体会員の紹介 

 （財）埼玉ＹＭＣＡ          総主事 桒原 道子 

連絡先 〒350‐0046 川越市菅原町 7‐16 
                      （財）埼玉YMCA 川越ｾﾝﾀｰ ℡049‐226‐2491  

 
 
 
 
 
 

これからも私たちの運動が、いささかでも地域の

人々に奉仕の理想として定着することに努めていき

たいと思っています。（なお、ロータリークラブと

は、その地域内の実業家、専門職業人などの国際的

な奉仕社交団体です。） 

 

YMCAは、1844年イギリスのロンドンで生まれ世

界 124 ヶ国に 3,000 万人の会員をもつ世界最大の青

少年育成団体で、平和で民主的な社会の実現を目指

し働き続けています。中東やアフリカなどで難民救

済活動に参加する国連 NGO のメンバーでもありま

す。 1890年日本で初めて英語学校を開校、YMCA
で生まれたバスケットボールやバレーボールを日本

に初めて紹介したりと、常に教育や文化の先駆者と

しての役割を担ってきました。 
（財）埼玉YMCAは、所沢、浦和、川越の３セン

ターをもっていて、青少年活動、国際協力、社会福

祉活動、環境教育など様々な分野で活動しています。

川越地域では、地球環境を守るために市民一人ひと

りの環境意識、生活態度の改善がなにより大切とい

う市民啓発イベント「アース・デイ・イン川越」の

事務局として、市環境部、かわごえ環境ネットとそ 

の関連団体、教育機関等と協働開催し、1999 年以来 4
年にわたり、川越の地から環境問題を訴えてきました。

平和で希望のもてる２１世紀の地域共同社会を実現す

るために、自治体、学校、企業、NGOとの連携を強め、

さらに地域に親しまれ、互いに支え合う人々の輪を広

げていきたいと願っています。 

川越中央ロータリークラブ      会長 澤田 修 ・社会奉仕委員長 長谷川健一 

                       連絡先 〒350‐0042 川越市中原町 2‐2‐1 
                       事務局 ℡ 049‐226‐3379 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私たちが住む川越は、街の中や周辺にいくつもの

川が流れている。この川の水質が今どうなっている

のか、また、これからどのように変わっていくのか

は重大関心事の一つである。そこで私たちは 3 年前

から入間川、小畔川、新河岸川及び不老川の各定点

において年 4 回の水質観測を行っている。観測内容

は、パックテストによるｐHやCODなど比較的簡単

に実施できる方法であるが、魚の住める川の水質条

件が今後も保たれていくことを願いつつ、10 年 20
年のスパンで川の水質を見守る運動を続けていきた

いと思っている。 
その他毎年秋には少年サッカー大会を開催し昨年

10 周年を迎えたが好評を得ている。同時にサッカー

競技場周辺のごみ掃除も行い美化に協力している。

また、市役所玄関前に花を飾り、年間を通して来庁

者に楽しんでもらっている運動も10年続いている。 
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－概略－ 

かわごえ環境ネットの活動も４年目を迎え、これまでの活動の集大成として、会員の自主的

な取組により、2月1日に川越市市民会館で「第１回かわごえ環境フォーラム」が開催されまし

た＊１。 
午前中は川越市出身で日本テレビ報道局ディレクターの荻原弘子さんを講師に迎えた基調講

演(「取材から見えたごみ事情」)と自然・社会・広報の各委員会からの活動報告、午後からは「自

然・公園・教育」「資源・エネルギー」「ごみ・まち」の３つの部門に分かれて市民や団体・事

業者・行政による21件の環境活動報告と意見交換が行われました。これらの他にもポスター等

のパネル展示・投稿のほか、一人乗り電気自動車の実物展示・試乗やアピールの採択など、盛

りだくさんの内容で、来場者はスタッフを含めて 110 名となり、たいへん盛り上がった催しに

なりました。 
また、これに併せて刊行された「かわごえ環境活動報告集」には、フォーラムで発表された

市民や団体の取組の他、かわごえ環境ネットのこれまでの主な活動についても収録され、200
ページを超える立派なものができあがりました。この報告書をみれば、かわごえ環境ネットや

市民・団体等の環境活動について知ることができますし、当日の報告内容も分かります。当日

欠席された会員で報告集をご入用の方は、事務局(℡224-8811(内線2612))へご連絡ください。 
 
－当日の様子－ 

<当日の準備風景>               <受付風景> 
 

実行委員の方が前日から準備をしてくださっていたので、当日は8時30分集合で会場準備の

予定でしたが、この時間に会場入りすると既に準備が始まっており、皆さんの意気込みが感じ

られました 
 
 

か わ ご え 環 境 フ ォ ー ラ ム 

開 催 報 告 

＊１主催：かわごえ環境ネット、後援：川越市、協賛：パイオニア株式会社 
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<基調講演> 

市民としての身近な感覚や取材を通じて得た国

内外の事例を紹介しつつ、有料化やデポジット、

有害物質の適正処理、エネルギー回収など幅広く

ご講演頂きました。 
参加者からもいくつか質問があり、参考になっ

たのではないでしょうか。 
 
 
 
<活動報告(左の写真は広報委員会)> 
広報委員会の活動報告は、フォーラム全体の司

会進行も務めた吉田さん(個人会員)。司会は初挑戦

ということもあり初めは硬さも見られたものの、

初挑戦とは思えないほどの名司会ぶりでした。自

然・社会の各委員会からは、同じく個人会員の大

辻さん、長内さんによる報告がありました。 
 
 

<分科会(左の写真は資源・エネルギー部門)> 

前述の３つの部門に分かれ、それぞれで市民・

事業者・行政などから活動報告・意見交換が行わ

れました。 
普段つきあいのある市民同士または事業者同士

ではなく、いつもとは違う顔ぶれで互いの活動に

対する理解の交流が図られたと思われます。これ

を契機に環境活動に関して地域内の市民・事業者

等のつながりが活発になることが期待されます。 
 

 

<展示> 
休憩時間のポスター展示スペースにて。短時間

でしたが、これまで接点のなかった個人や団体同

士で肩の凝らない交流が図れたのではないでしょ

うか。 
 
 
 

報告者：多比良 

実行委員会・事務局および関係者

の皆様お疲れ様でした！ 

また、参加者の皆様、ありがとうござ

いました！ 
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   会員の広場（一言コーナー）                           

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 押し売り『環境講座』はいらんかね～ 
           （個人会員 小野 浩） 
 先日、川越婦人会館から依頼を受け、～環境「基

礎知識」拡大セミナー～『地域社会でのリサイクル

活動の実践について』と題した講座を持たせていた

だいた。参加者は少なかったが、スライドやサンプ

ル持参での私の拙い話を熱心に聴いていただいた。 
 とかく「環境」と冠して何かをしようとすると、

参加者集めに苦労するのが現状だが、もっと関心を

もっていただければと考えている。かくいう私も、

まだまだ人様に話を聴いていただくほどの知識も

実績もないのが実情だが、自分の地域でやっている

「ごみ減量」の取組みや、「資源リサイクル」の活

動についてなら、多少は話をさせていただくことが

できる。幸い今年は「かわごえ環境推進員協議会」

の役員を仰せつかっているので、各地域に『環境講

座』の押し売りをしようかと考えている。 
 皆さんにも【関心を持つ⇒体験する⇒実行する⇒

仲間に伝える】活動をおすすめしたい。 
     （おのひろし 川越市かわつる三芳野在住） 

 わが町内に「パーク」が出現！ 
           （個人会員 渋谷善正） 
 緑の推進員として日頃、市の中心部に緑が少な

いことを残念に思っていた。昭和２５年頃は丸井

デパート裏近辺でも緑、畑が多く、当時上映され

ていた「ターザン」映画とダブらせてよく遊んだ

ものである。 
 時代の変貌と共に、インフラ整備のおかげで社

会生活がたいへん豊かになった反面、貴重な自然

が随所で喪失していった。このような環境変化の

中で、突然約400坪の価値ある土地がクレアモー

ル沿いに出現した。この空地の活用策にいろいろ

と意見もあり、感想も述べたが、災害時の緊急避

難場所を兼ねたオープンスペースとし、クレアパ

ークとなって完成した。 
 社会の仕組みが変わる中で、公園のアイデンテ

ィティーを持たせるためにもこの種のパークが

あってもよいと思うし、未来志向でヘブンアーチ

スト他のイベント会場として活用するのも遊び

心があって楽しいかも知れない。 
 いずれにせよ、立場立場の人々が日々の管理も

充分に行って、美しいパークとして貴重な緑と共

に次世代に残していきたいと思う。 
        （しぶやよしまさ 川越市脇田町在住） 

 

 ＜環境キーワード＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生物多様性(biodiversity) 
３月３日まで皇居の牛ヶ淵で行われた外来魚の捕獲作戦で、

ブラックバスとかブルーギルというような活字を見たことは、記

憶に新しいことと思う。 この捕獲作戦も生物多様性を保全する

ために実施されたのである。 

生物多様性とは、一言で説明するのは難しいが「地域に固

有の動植物や生態系などを適切に保存する」ことも一つの目標

である。 

生物がこの地球上に出現して約４０億年の時間が経過した

が、この時間の中で天文学的な数の生物が発生絶滅を繰り返

して今の状態になっている。人類が地球上に出現して、火の使

用と農耕を始めたのが最大の環境破壊であることは周知の事

実である。 

今の状態を持続して、生息・生育する種に絶滅する恐れが

新たに生じないようにすることが、 今後の大きな課題である。 



かわごえ環境ネット会員通信第 10 号 2003 年４月 1 日発行 
―6－ 

   団体の４～６月の行事予定                
 
 
 
 
 
 

● 川越の環境を考える会 
☆花見会  ４／１２（土） 
☆小畔川リバーレンジャー  ５／１０（土） 
☆小畔川他水質調査  ６／８（日） 
問合せ先；志賀宣宏 ℡049‐233‐3460 

● 雑木林に親しむ会 
☆早春の花と山桜の花見  ４／５（土） 
☆エビネラン鑑賞（町田）  ４／２８（月） 
☆ｷﾝﾗﾝｷﾞﾝﾗﾝ（花見と調査）  ５／２（金） 
☆いわし料理（銚子）  ５／１７（土） 
問合せ先；過 昌司 ℡049‐246‐1155 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

● 生態系保護協会（川越坂戸鶴ヶ島支部） 
☆ 伊佐沼探鳥会 毎月第２日曜日 
      ４／１３ ５／１１ ６／８ 
☆ 福原雑木林観察会 毎月第４日曜日 
   ４／２７ ５／２５ ６／２９（第５） 
☆ 鶴ヶ島地区観察会（高徳神社の森他） 
         ４／２９（みどりの日） 
☆越辺川ビオトープ巡り  ５／１０（土） 
問合せ先；笠原啓一 ℡049‐222‐0957 

● 武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 
☆ 森林公園かんさつ会 
    4／17（木）5／13（火）6／13（金） 
☆動植物調査と観察 
    4／14（月）5／12（月）6／9（月） 
☆ 自然観察会（公園主催・当会協力） 
    4／13（日）5／11（日）6／8（日） 
問合せ先；谷津弘子 ℡049‐224‐9118 

※上記の行事予定は、加入団体から申し出た主な行 
事を掲載しています。その催行の詳細や、当該団 
体への入会手続きに 
ついては問合せ先へ 
ご連絡ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
～～～～～～事務局だより～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

● 和光純薬工業㈱東京工場 
☆ ふれあいﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 2003「和光つつじ祭」 

４／２６（土）AM10～PM2 
問合せ先；総務課 岩谷 ℡049-231-1034  掲示板 

 かわごえ環境ネットはネットワーク組織であり、環境情報の交換・共有化は最も大切な事業のひと

つです。そこで会員の方で、会員に通知したい情報（イベントや催し）などありましたら、事務局へ

連絡ください。会員へお知らせとして配布します。情報（何でもＯＫ）お待ちしています。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 広報委員会だより～～～～ 

隣の小学校の桜を横目で見ながら編集した、会員通信第１０号をお届けします。記念の特集でもと考えて

みましたが、環境フォーラムの報告記事もあり、表題にシンボルマークを付けて記念としました。アンケート

でもいろいろご意見をいただきましたので、次号からの紙面の刷新を検討しています。そのためには広報

委員会の拡充が絶対条件です。委員会にはどなたでも入れます。事務局へ申し出てください。－吉－ 

編集 かわごえ環境ネット

事務局 〒350-8601 川越市元町

ホームペー
かわごえ環境ネット会員通信-第10号- 

広報委員会／発行 かわごえ環境ネット／発行日 平成15年４月１日 

1-3-1川越市環境政策課  ℡ 049-224-8811(内2612-3) FAX 049-225-9800 
ジアドレス：http://kawagoekankyonet.tripod.co.jp 
全体事業  ◆2003年度総会は、例年どおり６月初旬開催の予定です。 
社会環境推進委員会  ◆第５回法令研修会（最終回）は、「川越市環境基本計画」をテーマに

５月７日（水）に開催予定です。 
自然環境委員会  ◆４月２７日（日）（仮称）川越森林公園計画提案のためのフィールドワー

クを、生態系保護協会と共催で福原雑木林で行います。 
         ◆５月１７日（土）「くぬぎ山ウオッチング」を行います。くぬぎ山再生に 

向けての取り組みについて、一般市民の参加も呼びかけて開催します。 


